
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Library NEWS 
令和６年度 晃陽中学校図書館   

図書学芸委員会活動報告 

                   

 

 

 

                            

                                                                

６月になり，各地の梅雨入りのニュースも聞かれる時期となりました。ジメジメした天

気が続くと気分も落ち込みがちですが，外に出られない時は読書をして，ストレスを吹き

飛ばしましょう。 

5/16  生徒総会で，年間計画を

発表しました。また，活動につい

ての質問に答えました。 

毎年，定期テストの予想問題を作り

ますが，今年度はさらに学力を向上

させるための取組として，テスト前

に２日間図書館で自習を行うこと

ができる「図書館開放」を始めまし

た。自習当番は，利用者が集中して

勉強できるよう，環境を整えまし

た。 
書架の整理整頓 

毎日，本を手に取りやすいように，本

棚を整えています。元の場所に返却す

るよう，みなさんにもご協力をお願い

します。 

1899 年６月 14 日大阪で生まれました。15 歳で天涯
てんがい

孤独
こ ど く

となり，その境遇から

文学に没頭していきます。日本古来の美しさや悲しみの世界を繊細に表現し，1968

年日本人初のノーベル文学賞を受賞します。代表作『雪国』『伊豆の踊子』 

『伊豆の踊子
おどりこ

』 身寄りがなく，自身の屈折した性格に悩み旅をして

いる学生の「私」は，旅芸人の踊子と出会います。踊子に心ひかれた

私は，一緒に旅をすることになります。無邪気な踊子と接しているう

ちに，自分の心が癒されていくのを感じるのでした。 

「道がつづら折りになって，いよいよ天城峠に近づいたと思うころ，

雨脚が杉の密林を白く染めながら，すさまじい早さで 麓
ふもと

から私を追っ

て来た。」情景が目に浮かぶ，有名な書き出しです。 
「伊豆の踊子」 

川端康成 新潮文庫 

川端康成 



 令和６年６月２４日（月）から７月５日(金)まで，蔵書点検が行われます｡ 

そのため，今借りている本は，６月２０日（木）までに返却をお願いします。 

期間中は図書館の利用はできません。朝の読書用に，学級文庫として１クラス３０冊を用

意します。個人の貸し出しは中止します。点検が終わり次第，貸し出し開始となりますの

でご協力をお願いします。 

 蔵書点検後には読書週間[7/4(木)～10（水）]が始まります。図書学芸委員会では，みなさんにたくさ

ん本を読んでもらえるように，いろいろな企画を考えています。（おすすめの本紹介や，プレゼントなど）

また，委員による読み聞かせやブックトークなども予定しています。お楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

蔵書点検のお知らせ 図書館使えません。ごめん 

なさい 
 
 

県民一人ひとりが，郷土への理解と関心を深め，県民としての一体感のもと，より豊かなふるさと栃木県を作

るために 6 月 15 日が「県民の日」として制定されました。この日は，明治 6(1873)年，栃木県と宇都宮県が

合併し，おおむね現在と同じ県域の栃木県が成立した日です。今年は栃木県が誕生して 151 年になります。人

口は 1,895,025 人（令和５年 10 月 1 日現在）です。 

栃木県出身の作家や作品と，栃木県に関する本を紹介します。 

『喜連川の風』稲葉稔：著 

    角川文庫 

喜連川藩（現在のさくら

市）の物語 

『一生感動一生青春』 

相田みつを：著   文化出版局 

栃木県足利市生まれの詩人・書家 

『絵ものがたり 蒲生君平』 

阿部邦男：監修 井上総合印

刷 

宇都宮に生まれた江戸時代後

期の儒学者 『百年厨房』 

村崎なぎこ：著 小学館 

栃木県生まれの小説家 


